
無
理
せ
ず
に　

声
か
け
温
し　

お
か
ん
の
会

落
葉
樹　

美
し
き
姿　

短
か
さ
よ

豊
作
だ　

秋
の
食
べ
物　

大
集
合

太
っ
て
も　

食
欲
の
秋　

仕
方
な
い

妻
誕
生
日　

孫
か
ら
お
め
で
と
う　

連
呼
す
る

冬
空
や　

民
家
の
上
の　

青
き
月

こ
の
怒
り　

次
の
選
挙
で　

シ
ッ
ペ
す
る

家
息
子　

怒
鳴
声
に
て　

返
答
す

ふ
り
む
け
ば　

流
さ
れ
る
ま
ま
の　

道
が
有
り

水
鳥
の　

影
は
墨
絵
に　

な
っ
て
暮
れ

年
明
け
て　

今
年
こ
そ
わ
と　

初
詣
で

待
ち
時
間　

老
い
も
若
き
も　

皆
ス
マ
ホ

如き
さ
ら
ぎ月

に　

長な
が
し
の篠

の
地
の　

武
田
絵
巻

寒
空
に　

と
り
残
さ
れ
し　

柿
ふ
た
つ

初は
つ
か
り雁

の　

渡
る
里
な
り　

舟
木
崎

初
吹
雪　

山
ひ
と
つ
呑
み　

向
か
い
来
る

伊
吹
山　

初
冠
雪
に　

身
を
正
す

年
の
暮
れ　

寒
さ
こ
の
色　

冬
の
色

兄
亡
く
し　

淋
し
さ
つ
の
り　

満
た
さ
れ
ず

新
聞
で　

情
報
得
た
り　

豊
か
な
る

登
り
ゆ
く　

山や
ま
か
ど門
水
源　

ブ
ナ
の
森

紅こ
う
よ
う葉

が　

錦
飾
り
て　

癒
さ
れ
し

秋
ふ
か
き　

空
高
く
咲
く　

心
花

俄に
わ

か
雪　

友
の
通
夜
の　

帰
路
隠
す

恵
方
巻　

小
さ
な
口
で　

丸
か
ぶ
り

節せ
つ
ぶ
ん分
会え　

数
え
る
度
に　

溜
息
が

仕
合
わ
せ
は　

こ
の
半
年
余よ

で　

孫
三
人

新と

し年
集
い　

無
事
を
祈
り
て　

大
家
族

念
願
の　

京
大
受
か
り　

明
の
春

カ
メ
虫
に　

今
年
の
大
雪　

案
じ
ら
れ

雪
の
時
期　

ド
カ
雪
だ
け
は　

降
ら
な
い
で

気
を
若
く　

持
つ
こ
と
大
事　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

新
年
が　

ま
た
来
た
か
よ
と　

老
い
だ
せ
す

頑
張
れ
!!
と　

手
合
せ
祈
願　

孫
受
験

頼
ら
れ
て　

い
る
も
生
き
甲
斐　

せ
ち
支
度

着
ぶ
く
れ
て　

一ひ
と
つ才
二ふ

た
つ才
の　

歩
み
か
な

北
風
が　

吹
い
て
尚
増
す　

す
き
ま
風

古こ
せ
ん
ば

戦
場
を　

清
め
し
雪
や　

賤し
ず
が
た
け

ヶ
岳

一
病
に　

負
け
て
た
ま
る
か　

去こ

ぞ年
今こ

と
し年

夢
で
逢
う　

亡は

は母
は
い
つ
も　

笑
顔
の
ま
ま
で

ひ
と
葉
落
ち　

秋
を
残
し
て　

横
た
わ
る

柚
子
の
風
呂　

生
き
る
喜
び　

香こ

に
の
せ
て

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

川
端　
宏
育
（
マ
・
高
木
浜
）

川
端　
佑
佳
（
マ
・
高
木
浜
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

高
松　
逸
子
（
マ
・
西
浜
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

中
村　
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子
（
安
・
五
番
領
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

和
田
阿
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子
（
新
・
旭
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

進
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治
（
新
・
太
田
）
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田
富
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（
安
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磐
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）

山
本
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（
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）
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よ
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け
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れ
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友
歓
喜
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状
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れ
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簾
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う
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の
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の
枝
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な
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量
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春
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の　
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路
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い
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め
て
雀
の　
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を
聞
く
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さ
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ス
ゥ
イ
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バ
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で　
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へ

こ
の
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目
ざ
め
て
忍
ぶ　

若
き
日
を

産
み
の
親　
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を
納
め
に　

本
願
寺

紅
つ
ば
き　

雪
の
布
団
で　

空
を
眺み

る

過
ぎ
し
日
を　

思
い
出
さ
せ
る　

年
の
暮

賀
状
に
も　

一
言
そ
え
る　

た
の
し
み
が

折
っ
て
る
と　

隣
で
孫
が　
「
指
貸
そ
か
」

恙つ
つ
が
な無

く　

家
族
揃
っ
て　

初
詣

朝
日
さ
し　

煌き
ら

め
く
波な

み
ま間
や　

子
鴨
な
き

家
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乗
る　

哀
れ
な
き
声　

離
れ
行
く

あ
り
が
と
う　

福
祉
の
マ
フ
ラ
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ホ
ッ
カ
ホ
カ

生
涯
を　

無
事
に
終
え
る
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難
の
業

雪
便
り　

野
良
猫
悲
し　

縁
の
下

一
生
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背
番
号
だ
す　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

大
久
保
絹
子
（
マ
・
西
浜
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

広
田　
育
代
（
新
・
新
庄
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

木
村
ふ
さ
ゑ
（
新
・
太
田
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、E メールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。 （企画広報課）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで
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　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納付）・
若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受けら
れた期間がある場合、保険料を全額納めたとき
よりも老齢基礎年金の受け取り額が少なくなり
ます。そこで、これらの期間の保険料は、将来
受け取る老齢基礎年金を増額するために、10
年以内であればさかのぼって納める（追納）こ
とができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌
年度から数えて３年度目以降に追納されると、
当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされま
す。また、追納する場合には、先に経過した月
の分から順次納めていただくことになります。

【問合先】
　市役所保険年金課　☎（25）8137
　大津年金事務所　　☎ 077（521）1789

　国民年金基金は、基礎年金に上乗せをする公
的な年金であり、国民年金の定額保険料を納付
している第１号被保険者（自営業者、農林漁業
者、自由業者などの人とその配偶者、学生等）
が申し込みにより任意に加入できる制度です。
　掛金は、加入時の年齢、性別、口数などによ
り決まります。なお、掛金の全額が社会保険料
控除の対象となるため、所得税や住民税が軽減
されます。国民年金基金の給付は、「終身年金」
を基本としていますので、一生涯受け取ること
ができます。
　国民年金基金については、下記のフリーダイ
ヤルまでお問い合わせください。

【問合先】
滋賀県国民年金基金　

☎０１２０－６５－４１９２

国民年金保険料の免除期間・
納付猶予期間がある方へ

「国民年金基金」で公的年金
の受け取りにプラスを！

「国民年金基金とは？」
スマートフォン等で、二次元コー
ドを読み取りＵＲＬにアクセスし
ていただくと、国民年金基金の詳
しい情報が表示されます。

25 2016. ２月号

高島市民病院　 （36）0220

高島市民病院で
特定保健指導が受けられます

　対象者の方に特定保健指導利用
券が届きます。
　ぜひ、この機会に特定保健指導
を受けて生活習慣病を予防しまし
ょう！

　特定健康診査を受けた後に、メタボリックシ
ンドロームのリスク数に応じて、生活習慣の改
善が必要な方に行われる保健指導のことです。
　高島市民病院では健診結果をもとに、管理栄
養士が特定保健指導を行います。
　健康的な生活に自ら改善できるよう、さまざ
まな働きかけやアドバイスを行います。
　健診結果内容に応じて、２つのタイプの保健
指導区分に分けられます。

　メタボリックシンドロームの危険因子が多少
ある方が対象です。
　生活習慣を振り返ることにより、改善点や伸
ばすべき行動などに気づき、ライフスタイルに
合った目標を設定し、行動に移すことができる
ように支援します。

　特定健康診査を受診後、対象の方に医療保険
者から「特定保健指導利用券」が送付されます。
　送付された利用券の内容（有効期限、保健指
導区分等）を確認し、特定保健指導の申し込み
を行ってください。

＜特定保健指導の申し込み＞

高島市民病院 健診センター
月曜日～金曜日：９時～ 16 時（土日祝を除く）
予約電話番号：３６－８０８２（直通）
※受診料金は保険者によって異なります。
　特定保健指導や、その他健診についてご質問
等はお気軽にお問い合わせください。

　メタボリックシンドロームの危険因子が多め
の方が対象です。
　健診判定の改善に向けて取り組むべき目標を
設定し、継続的に実践できるように支援します。

動機づけ支援

積極的支援


